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第 5章ではCAM をネス ト構造のループ処理に適用するときの問題点を検討 し,新 しく仮想的な連想





論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
大規模集積回路 (LSI)技術の進歩により,連想メモリ (CAM)の応用分野の拡大が可能になってき







のCAM ブロックからなる新 しいCAM構成を設計 し,処理速度が逐次処理形の10ないし数十倍に
なることを示した｡
3.浮動小数点の表示方法の一つであるURR表示と通常の表示との間のフォーマ ット変換に使用するた
めCAMセルの2次元アレイをもつCAM アレイコンバータを考案し,CAM を使用しない方法に比
べ約 7倍の速度向上が可能であることを示した｡
4.ネス ト構造のループを展開して並列に実行するためのCAM構造をもつ仮想連想プロセッサを考案
し,汎用計算機と結合 して動作させると従来形の計算機よりメモリアクセス時間の点で有利であるこ
とを示した｡
以上要するに本論文は,応用分野に最も適合する高性能専用連想メモリの構成を提案したもので,学術
上,実際上寄与するところが少なくない｡よって本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと
認める｡ また,平成 9年1月22日,論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果合格と認め
た｡
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